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論 文 の 内 容 の 要 旨

近年､酢酸菌の多様性に関する研究が､とくに､熱帯地方の分離源を対象にして行われる様に

なった｡本研究は2部より構成されている｡その第1部は､G血cα〝0ゐ政属紳菌の16S-23S止別A

intemaltranSCrib由spacerps)の制限酵素の切断パターンによる同定に関するもので､本法によ

り､G血00乃Obacid属酢酸菌､第4の新種G血mobacieraR>血(exKondoandAmeyama1958)

Y止匝狐d止2005が報告された｡第2部は､タイランドにて分離された酢酸菌の分類同定に関

するもので､A幻由属酢酸菌､第3の新種d血加〝智娩甲伊血Ⅵ止ph弧dd.2004､および､

Aαめbuterueae科酢酸菌､第9の新属地α血Yukphanetal.2006､新種肋0α招ia

ChibfynaieTLdfYukphanetal.2006が報告された｡

第1章16S,23S止岨ITS塩基配列に基づく系統樹は､G血00〝(通α:紗属酢酸菌13梯につ

き､3個のクラスターを与え､それぞれG印加､G cα加∬､Gメ吻細面に相当した｡総て

の供試菌杯の16S-23S正mITS恵域の且甲12貼Ⅰ､および､肋Ⅱによる切断パターンは､1

杯を除き､基準杯のそれと一致した｡しかし､この例外的な菌杯は､系統樹において､Gノねお〟わざ

の基準杯と同一のクラスターを与えた｡これらの結果は､本法がG血cα柁0∂α:紗属酢酸菌の分類

同定に使用されうることを示した｡

第2章16S-23S正》寸AITSの肋Ⅲ､および､β申1286Ⅰによる切断パターンは､供試の

GhLCmObacter属酢酸菌30梓のうち､27林が､GroupI､GroupⅢ､GroupIV､GroupⅥに分

割され､それぞれ､Gゆ､G一陶お研労､Gぬ､GJねお〟カブと､再同定された0本研究

で､Gm岬Ⅱ､すなわち､G.c♂加∬に再同定されるべき菌杯は､見出せなかった｡残るGm岬ⅤⅡ

の2杯､α0叩ⅤⅢの1株は､それぞれ､独特の切断パターンを与えたことより､新しいタクソ

ンに属すると示唆された｡

第3章 先のGroupVⅡに属する2株､NBRC3250T､および､NBRC3273は､表現型にお
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いて､G.ゆ､G.c融加∬､G.Jねお初わiの基準棒と区別された｡本菌株は､m-mA

hybridizad皿にて､843%なる低い値を､16S止)NA､および､16S-23SrDNAITS塩基配列に

基づく系統樹では､独立したクラスターを､また､A亜0Ⅱ､風脚BI､物509Ⅰでは､独特の切断バ

ターンを､それぞれ､与えた｡これらの結果より､GhLCmObacierah元hLS(exKcndoandAm甲ama

1958)sp.nov.,n00l.reV.が提案され､本新種の基準附まNBRC3250Tとされた｡

第4章 バンコクで採取されたヘリコニアの花より､3林の酢酸菌が分離された｡16S曲NA

塩基配列に基づく系統樹では､本菌杯はA幻由属に属するが､なお､独立したクラスターを与え

た｡DNA塩基組成は60.2-60.5mdL%Gl{､DNん刀NAhybridizad皿では､本薗杯が､独立した

タクソンを与えることを示した｡本菌梯の表現型は､d.∂巧Pe′ばね､d.血e′戚∫の基準杯とは､

共通していたが､マルトースに生育した｡これらの結果より､d血廟〝びゎSp.nOV.が提

案され､本新種の基準梓は､AAO8T(=BCC12978T)とされた｡

第5章16S-23S正》仏汀S塩基配列に基づく系統樹では､3種のAⅢ由属酢酸菌の基準株

は､3個のクラスターを形成した｡しかし､タイで分離され､表現型よりA朋由属酢酸菌と同定

された13杯のr甲托S餌血ve血nは､複雑なclu如d喝を示し､その数は8個であった｡16S-

23S戯NAITS領域の御､および､舶による切断パターンでは､G爪mpI､伽upⅣ､Gmup

Ⅵに属する9杯は､d･加騨椚徽由に､G爪MpVに属する2杯､およ状Gm叩Ⅲに属する残り

の2榊ま､それぞれ､d･血研e′血､d･加〝画甲仇由と同定された｡なお､本研究では､GmupⅡ

に属する菌杯は見出せなかった｡

第6章16SのNAの頻Ⅰ､且血汀､肋鱒Ⅰによる切断パターンでは､AⅢ由属13株の

rqpresentadvestrainは､3個のグループを与えた｡GroupAは､8杯を数え､GroupB､GroupC

は､ともに､2株を数えて､d･∂卿犯由､d.血貯癒!､d.坤甲e糊由に､それぞれ､同定

された｡残る1株は､α0岬Dに属し､d.∂卿′由に同定された｡本研究において､16S戯NA

の郎Ⅰ､且沼JI､肋BIによる切断実験は､同様に､AⅢ由属酢酸菌の分類同定に利用されうるこ

とを示した｡

第7章分離株AC28Tとされる菌杯を､チェンマイで採取したredgingerの花より分離した｡

16S d)NA塩基配列に基づく系統樹では､本分離株は､肋戒ね∂(血J血の基準杯とクラスター

を形成した｡しかし､16S-23S正》JAITS塩基配列に基づく系統樹では､独立したクラスターを

与えた｡16S正沖JAの制限酵素による切断実験では､本分離群が､&∂dお花由､および､3種の

A幻由属酢酸菌の基準杵とは､別個の切断パターンを与えた｡とくに､本分離株は､肋戒ね属､

およびJ反血属酢酸菌とは､表現型で､分別された｡これらの結果より､胸α血dゆ郎由

gen･nOV･,Sp･nOV･が提案された｡基準杯は､分離株AC28T(=BCC15763T)とされた｡

第8章16S正)NA､16S-23S止別A､23SrDNA､16Srm16S-23SのNAITS/23SrDNA､

23SのNADl/D2､23SrDNAdown-StreamSequenCeSに基づく6種の系統樹では､A朋ぬ属酢酸

菌の基準杯は､常に､1つのクラスターを形成したが､伽α椚肋由属酢酸菌の唯一の種であ

る夙相関血戚抄庇=加地油川拙の基準附ま､そのA招由属クラスターの外にあった.｡しかし､23S

d)NA､および､23S rDNAdown-Sb･eam塩基配列では､本基準桝ま､A5ak7属クラスターの内に

取り込まれた｡一方､左舷闇お､および､〃c廟αぉの基準杯は､A盟由属酢酸菌の基

準株とは､常に､遠い存在であった｡これらの結果は､ぷ吠馴鹿Ⅶ加k椚血属とA幻由属とが､系統

的にcongendcであることを示すものである｡
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審 査 結 果 の 要 旨

近年､酢酸菌の多様性に関する研究が､とくに､熱帯地方の分♯源を対象にして

行われる様になった｡本研究は､タイランドにて分離された酢酸菌を扱ったもので
あり､2部より構成され､得られた結果は次の様である｡

1)16S-23SrDNA[TS塩基配列に基づく系統樹は､GJuconobact訂属酢酸菌13
殊につき､3個のクラスターを与え､それぞれ､Goスy由∩5､GceJ加仙気G

ねteur#に相当した｡総ての供試菌株の16S-23SrDNAJTS領域のBsp1286I､お

よぴ､〟vo‖による切断パターンは､1株を除き､基準株のそれと一致した｡しか

し､この例外的な菌株は､系統樹において､G舟射仇鵬の基準株と同一のクラス

ターを与えた｡これらの結果は､本法がG山coJlO由cf訂属酢酸菌の分類同定に使
用されうることを示した｡

2)16S-23SrDNAJTSのル他oIはBsp1286H=よる切断パターンは､供託の
Ghconobacter属酢酸菌30株のうち､27株が､GroupI､GroupM､GroupIV､

GroupVlに分割されそれぞれ､G.叫由ns､Glh?teurA GIceJ加us.G.ねteu

rliと､再同定された｡本研究で､GroupH､すなわち､GIce血usに再同定されるべ
き菌株は､見出せなかった｡残るGroupVJIの2株､GroupV‖の1株は､それぞ
れ､独特の切断パターンを与えたことより､新しいタクソンに属すると示唆された｡

3)GroupV((に属する2株､NBRC3250T､および､NBRC3273は､表現型にお
いて､Goりd∂憬､Gce血u丸 G触亡eu〟/の基準株と区別された｡本南棟は､
DNA-DNAhybridizatjonにて､8-43%なる低い値を､16SrDNA､および､

16S-23SrDNAJTS塩基配列に基づく系統樹では､独立したクラスターを､また､

〃boIl､飴0引､乃p5091では､独特の切断パターンを､それぞれ､与えた｡これ

らの結果より､GkJCOnObacteraN)idus(exKondoandAmeyama1958)sp.

nov.,nOm.reV.が提案され､本新種の基準株はNBRC3250Tとされた｡
4)バンコクで採取されたヘリコニアの花より､3株の酢酸菌が分撒された｡

16SrDNA塩基配列に基づく系統樹では､本菌株はAsaia属に属するが､なお､独立

したクラスターを与えた｡DNA塩基組成は60.2-60.5moJ%G+C､DNA-DNA
hybridizationでは､本菌株が､独立したタクソンを与えることを示した｡本菌株

の表甥型は､A.bogoeJl由､A.由meJl由の基準株とは､共通していたが､マル
トースに生育した｡これらの結果より､As∂ねおu叩納印e/1由sp.nov.が提案さ

れ､本新種の基準株は､AAO8T(=BCC12978T)とされた｡
5)6S-23SrDNAITS塩基配列に基づく系統樹では､3種のAsaia属酢酸菌の基準
株は､3個のクラスターを形成した｡しかし､タイで分離され､表現型よりA∫∂由

属酢酸菌と同定された13株のrepresentativestrainは､複雑なcIusteringを示し､

その数は8個であった｡16S-23SrDNA[TS領域のTbql､およぴ､MvaH=よる切断

パターンでは､GroupJ､GroupJV､GroupV=こ属する9株は､A.bogor?nSisに､
GroupVに属する2株､および､Group‖に属する残りの2株は､それぞれ､A.

Siamensis､A.krungthqpensisと同定された｡なお､本研究では､Group"(こ属す
る菌株は見出せなかった｡

6)16SrDNAのStyI､BsaJI､SnaB=こよる切断Jてターンでは､Asaia属13株の

representativestrainは､3個のグループを与えた｡GroupAは､8株を数え､
GroupB､GroupCは､ともに､2株を数えて､A.bogorensis､A･Siamensis､A･

krungthqpensjiに､それぞれ､同定された｡残るl株は､GroupDに属し､A･

bogorensisに同定された｡本研究において､16SrDNAのStyf､BsaJI､ShaBJ(=

よる切断実験は､同様に､As∂ね属酢酸菌の分類同定に利用されうることを示した｡
7)分離株AC28Tとされる菌株を､チェンマイで採取したredgingerの花より分
離した｡16SrDNA塩基配列に基づく系統樹では､本分議株は､Kozakiabaliensis

の基準株とクラスターを形成した｡しかし､16S-23SrDNA[TS塩基配列に基づく
系統樹では､独立したクラスターを与えた｡16SrDNAの制限酵素による切断実験
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では､本分離株が､K由〟即由､およぴ､3種のA5∂由属酢酸菌の基準株とは､別
個の切断パターンを与えた｡とくに､本分雌株は､伽zaたね属､およぴ､A柑由属

酢酸菌とは､表現型で､分別された｡これらの結果より､他0お細山由ngm∂f-

ensisgen,nOV.,SP.nOV.が提案された｡基準株は､分離株AC28T(三BCC
15763T)とされた｡

8)16SrDNA､16S-23SrDNA､23SrDNA､16SrDNA/16S-23SrDNAITS/
23SrDNA､23SrDNADl/D2､23SrDNAdown-StreamSequenCeSに基づく6

種の系統樹では､A朗鹿属酢酸菌の基準株は､常に､1つのクラスターを形成した
が､S〝a仰山∂fね∩由属酢酸菌の唯一の種であるS〝∂m血∂帥抑由s∂〟わ/eransの基
準株は､そのAsaia属クラスターの外にあった.｡しかし､23SrDNA､およぴ､

23SrDNAdown-Stream塩基配列では､本基準株は､Asaia属クラスターの内に取

り込まれた｡一方､Kb∂〟即由､およぴ､凡c触叩m∂鹿∩由の基準株は､As∂由

属酢酸菌の基準株とは､常に､遠い存在であった｡これらの結果は､5Ⅳam血∂-

thanidStAsajaAsaia属とが､系統的にCOngenericであることを示すものである｡

このよう1三本論文の内容は､酢酸菌分類学め研究に新しい知見を与えるものであ
り､酢酸菌の基礎研究の発展に貢献するものと評価された｡本審査季長会は､論文

の構成､内容ならびに下記に示す学位論文の基礎となる学術諭文および既発表学術
論文等について慎重に審議し､審査委長の全長一致をもって本論文が博士の学位を

授与されるに催すると判定した｡
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